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ʢ�ʣࣗసंωοτϫʔΫܭըͷܾఆ
　前頁で示した「優先順位の考え方」に基づき、自転車ネットワークの連続性に配慮した上
で、以下のエリアを考慮して整備エリアのブロック分けを行い、ブロック単位で整備の優先
順位を決定します。図5.8に、整備ブロックの分けを示します。

用語説明 概略図

˻౎ػࢢೳ༠ಋ۠Ҭʢ·ͪͳ͔ΤϦΞʣ˼
　市民に対して多様なサービス（行政、商業、医
療、福祉、子育て支援、文化施設）を提供し、市
外に対しても市の顔として市の魅力を伝える地
域。居住誘導区域（暮らしの重点エリア）のアク
セスが可能な交通結節点があり、山口宇部空港へ
のアクセス性が高い。
˼༠ಋ۠Ҭʢ฻Β͠ͷॏ఺ΤϦΞʣॅډ˻
　都市機能誘導区域（まちなかエリア）と互いに
補完しながら、市民に対して多様なサービス（商
業、医療、福祉）を提供する地域。

˻҆৺าߦΤϦΞ˼
　交通事故の発生が多い地区を対象に、歩行者や
自転車等が安心して通行できるように、交通安全
対策を集中的に行うエリア。

˼पลΤϦΞߍֶ˻
　駅から学校を結ぶ路線で、自転車利用者、歩行
者及びクルマが多いエリア。

≪考慮するエリア≫
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図5.8　整備エリアのブロック分け

各ブロックの特性
Ａブロック：�都市機能誘導区域（まちなかエリア）、あんしん歩行エリア及び学校周辺

エリアに位置している。また、一部の路線が整備されていることから、自
転車ネットワーク化の早期実現が図れる。

Ｂブロック：�都市機能誘導区域（まちなかエリア）及びあんしん歩行エリアに位置して
いる。

Ｃブロック：�居住誘導区域（暮らしの重点エリア）、あんしん歩行エリアに位置してい
る。また、一部の路線が整備されていることから、自転車ネットワーク化
の早期実現が図れる。

Ｄブロック：�学校周辺エリアに位置している。

整備の優先順位
■　Ａ�⇒�Ｂ�⇒�Ｃ�⇒�Ｄの順で整備を進める。
■　�道路改良が行われる場合や、危険箇所の解消のため整備を急ぐ場合等、整備ブ
ロックに捉われず状況に応じて、整備路線の優先順位を変更する。

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ
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　表5.4に、ブロックごとの重要度別路線延長を示しており、ブロックＡ～Ｃを本計画の整
備路線とします。表5.5に概算事業費、表5.6に年度別整備計画を示します。

表5.4　重要度別延長

表5.5　概算事業費

高

低

ブロック
重要度

3 4 5

Ａ 1,370m 6,440m 1,600m

Ｂ 1,240m 3,890m 2,550m

Ｃ 1,700m 3,950m 850m

Ｄ 2,460m 3,000m 400m

計 6,770m 17,280m 5,400m

：本計画の整備対象

整備延長 事業費

上記（Ａ～Ｄ）の事業費 29,450m 147百万円

上記（A～D）のうち
計画期間（R2～R11）に

整備する事業費
20,000m 100百万円第5章
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表5.6　年度別整備計画

≪R2～R6（2020～2024）≫

≪R7～R11（2025～2029）≫

ऴ໨ඪ஋࠷

9,410m

7,680m 2,000m 2,000m 2,000m 1,090m

6,500m 910m 2,000m

整備延長
累　　計 12,000m 14,000m 16,000m 18,000m 20,000m

路線延長
R02 R03 R04 R05 R06
2020 2021 2022 2023 2024

路線延長
R07 R08 R09 R10 R11
2025 2026 2027 2028 2029

ブロック

ブロック

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

9,410m 2,000m 2,000m 2,000m 2,000m 1,410m

7,680m 590m

6,500m

整備延長
累　　計 2,000m 4,000m 6,000m 8,000m 10,000m

̗ϒϩοΫྃ׬

̘ϒϩοΫ
ଓܧ

ຊܭըྃ׬

̖ϒϩοΫ
ྃ׬
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ʢ�ʣࣗసं௨ۭؒߦͷ੔උ
　自転車利用者が交通ルールを遵守できるよう、また歩行者やクルマの運転者に対しても自
転車の通行位置、通行方法を認識しやすくするため、計画的に路面表示を設置します。
　車道幅員や歩道幅員が十分に確保されている路線については、交通量や地域のニーズを踏
まえ、自転車道の整備（自転車と自動車を構造的に分離する方法）や自転車レーンの設置（自
転車と自動車を視覚的に分離する方法）についても検討します。
　整備した路線については、情報発信や自転車マップの作成等、開通路線の周知・広報活動
に努めます。

5.1.2　安全で快適な自転車通行空間の創出

整備形態例　　　　　参 考

路面表示設置例

空間配分例

自転車道 自転車レーン

ۭؒ഑෼Πϝʔδ ‎

3.0m以上

歩行者道 自転車道
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ʢ�ʣҊ಺αΠϯͷઃஔ
　歩行者の安全確保、自転車利用者の利便性向上を図るため、歩行者・自転車通行の誘導
や、駐輪場等をわかりやすく示す案内サインの設置を検討し、自転車利用環境の向上に努め
ます。また、自転車通行空間や駐輪場、サイクルポート等の位置をわかりやすく示した自転
車マップの作成を促進し、利便性の向上に努めます。

案内サイン設置例、自転車マップ例　　　　　参 考

 
清水川交差点 

右折車線のため自転車レーンが狭くなるので注意 

     うべ自転車レーン安全走行マップ 
H26年度宇部市協働のまちづくり提案サポート事業助成／自転車走行帯安全マップづくりワークショップ 

協力： 宇部市 宇部警察署 宇部市地球温暖化対策ネットワーク  イラスト：渡辺素明 

自転車レーン始まり 

・車道の左右に巾１ の自転車レーンを設置します。

走りやすく安全な幅広路肩方式です。

・車の規制速度は時速 になります。

・レーン内は必ず左側走行、一列で、突然の進路変更や

フラフラせず、運転に集中します。

・バス停車時は無理な追い越しをせず待ちましょう。

・交差点前後は右折車線のためレーン巾が狭くなります。

・交差点では車の信号に従い、矢羽根に沿って直進します。

右折は２段階右折です。

・車の死角、左折車の巻き込みに注意しましょう。

・左右の歩道は従来通り自転車通行可です。

レーン走行に自信の無い人は歩道を通ることができます。

 
バス停 

バス停車時は無理な追い越しをせず待ちましょう。 
わずかな時間です。心にゆとりを持って！ 

 
 

 
事故多発地点 

見通しが悪く歩道走行時は注意 

 

 

・このたび下図の区間に(仮称)うべ自転車

レーンがモデル施工されます。2015年3月ま

でに完成する予定です。 

・エコで健康的な自転車は都市交通の重要手

段ですが、自転車利用者の安全意識やルール

やマナーに対する理解も低いのが現状です。 

・市民が自転車を正しく安全に利用して、この

試みを成功させ、自転車や歩行者にやさしい

まちづくりを更に進めなければなりません。 

・このため、自転車の正しい乗り方と自転車

レーンの安全な走り方を知ってもらうためにこ

のマップを作製しました。 

自転車レーン整備予定区間： 市道神原町草江線（産業道路）≒900m 神原交差点 清水川交差点 

ドライバーへの要望 
 

安全装備や服装のチェックポイント 

尾灯 ライトの点灯 

ヘルメット・手袋 

良く目立つ服装 

空気圧 

ブレーキの効き 

サドルの高

反射材 

自転車レーン終り 

左折車の巻き込み注意 

右折車線のため自転

車レーンが狭くなるの

で注意 

店舗駐車場に出入り

する車に注意 

店舗駐車場に出入り

する車に注意 

ジョイフル前交差点 
交差点前後は右折車線があるため自転車

レーンが狭くなるので注意 
自転車レーン走行時は自動車用信号に従い

矢羽根に沿って直進 

店舗駐車場に出入り

する車に注意 

大型車の出

入りに注意 

自転車レーン終り 
この先も自信がある人は車道走行を！ 
不安が有る人は歩道に上がる 

自転車レーン始まり 

通学の小学生に注意（歩道） 

左折車の巻き込み注意 

これが基本！ 

車道は必ず、 

歩道もできるだけ 

趣旨・目的 

うべ自転車レーンの走り方 

ドライバーへお願い！ 
自転車は車道を走る仲間です。 

道路を公平にシェアし、レーンを 

走る自転車に思いやり運転.を！ 

できるだけレーンをふさがない、 

右左折時やドアの開閉時自転車 

に注意！ 

・歩行者（高齢者・通学児童・障害のある人など）との 

  事故のリスクも高くなります。 

http://www.ubekomachi.net/ 

発行：2015/1/25 Ver.3.1 

宇部市／自転車事故ゼロ宣言 

：自転車レーン出入口整備個所 

（仮称） 

宇部中央高校 

神原中 

１．運転前に自転車の点検・整備をおこないます。 

２．交通ルールや信号を守り、交差点では一時停止して、 

 安全を確認します。 
３．ヘルメットを着用し、夜間にはライト 

 を点灯します。 

やってませんか？危険な運転！ 

並走、逆走、歩道での高速走行、 

ながら運転、無灯火、斜め横断etc. 

（仮称）うべ自転車レーン安全走行マップ

案内サイン例
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ʢ�ʣࣗసंωοτϫʔΫܭըΛਪਐ͢Δࡍʹཹҙ͢Δ఺
　計画を推進するにあたり、安全で快適な自転車利用ができるように留意し、以下の取り組
みを行います。
■　�自転車の安全性を向上させるため、平坦性の確保、通行の妨げとなる段差や溝の解消に
努めます。

■　�側溝、街渠桝やマンホール等の蓋について、滑り止め加工や自転車のタイヤが入り込ま
ない構造にするよう努めます。

ʢ�ʣద੾ͳҡ࣋؅ཧ
　安全で快適な自転車通行空間を維持するため、以下の取り組みを行います。
■　段差・路面損傷箇所を解消する舗装修繕・道路整備
■　道路上にはみ出した樹枝や雑草等の剪定・除去
■　路面上に堆積した土砂の除去
■　劣化した区画線の補修

滑り止め加工の取組事例の状況　　　　　参 考

【出典：ガイドライン】
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駐輪環境の整備の取組事例　　　　　参 考

　利便性の高い駐輪環境を確保するため、現状の駐輪実態を把握し、整備の必要性がある箇
所の駐輪環境の整備、利用しにくい既存駐輪場を利用しやすくすることや、放置自転車対策
を実施します。

ʢ�ʣࣗసंறྠ৔ͷ੔උ
■　�駅やバス停等、駐輪が必要な箇所について、適正な収容台数を確保するため、関係機関
と連携し、地域のニーズを踏まえた駐輪場の整備や適切な維持管理に努めます。

■　�歩行者の安全な通行環境の確保、自転車の利用しやすい環境の確保のため、駐輪施設の
設置について検討します。

ʢ�ʣ์ஔࣗసंରࡦ
■　�駅周辺の路上や駐輪場では放置自転車が多いため、駐輪ルールやマナーに関するチラシ
の配布やHP等を活用しながら、駐輪マナーの向上を図ります。

■　�駐輪場位置を記載したサイクリングマップの作成の検討や案内サイン設置等による駐輪
場の案内・誘導を図り、駐輪場利用率向上のための周知・啓発を促進します。

5.1.3　鉄道・バス利用に対応した駐輪環境の整備
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